


































































































































調査結果の分析 には,統計 ソフ トSPSSIO.0fわr
Windowsを用いた｡
























































































































































0.065 0.121 0.116 0
0.075 0.085 0.011 0.137
0.060 0.024 0.151 -0.050
今の収入で充分生活可能 0.020 0.197 0.083 0.090 0.018 0.018 -0.026
いざという時の充分な貯え 0.097 0.038 0.106 0.105 0.095 0.154 0.116
因子寄 与 率 10.536 10.049 9.386 9.108 8.463 7.831 6.917 6.887

















領域 (N!.T3) (蕊 畑





































































































































































































































































































林 暁淵､岡田 進一､白樺 政和
要旨:本研究では,大都市独居高齢者の全体的生活満足度及び日常生活満足度の性差的特徴を明らかにし,性別によっ
て,どのような日常生活の領域が現在の全体的生活満足度に関連しているのかを明らかにした｡調査対象は,無作
為抽出による大阪市居住の65歳以上の独居高齢者1,020名であった｡調査方法は,郵送による横断的調査法を用いた｡
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有効回収率は,51.7% (526名)であった｡ t検定の結果,女性より男性の方で全体的生活満足度及び日常生活満足
磨(家事,食事,社会参加活動,人間関係,居住環境,清潔維持,経済)において,有意に低いといった結果が示された｡
また,重回帰分析の結果,全体的生活満足度に関連した共通要因としては,｢経済｣｢居住環境｣が,相違要因としては,
男性では ｢年齢｣,女性では ｢食事｣が有意な関連要因であることが明らかになった｡本研究の結果から,男性の独
居高齢者は女性より日常生活において困難を抱えやすいこと,独居高齢者の生活満足度を高めるための支援には性
差的な特徴の配慮が求められることが示唆された｡
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